移動式街区訓練施設使用時の注意事項
１　移動式街区訓練施設の配置（別図参照）を変更して訓練を実施する場合（※１）や、施設内で煙を発生させて訓練を実施する場合（※２）は、事前に訓練計画（図面付き）を消防学校へ提出すること。
（※１）アスファルトの表面温度が高くなる夏場においては移動できないことが　

あります。
（※２）発煙筒やスモークマシンを使用するほか、加工したドラム缶の中で、少

量の枯草を燃やして煙を発生させることができます。

２　窓や壁にガムテープ等で現示を貼り訓練を実施することができる。（現示旗は貸出可）
３　Ａ棟の軒先とＣ棟の鉄骨露出部分に三連はしごを架梯し、屋根上に上ることができる。ただし、三連はしご使用時には安全マットを使用し、屋根上で作業をする場合は自己確保を設定すること。
４　外壁及び窓枠への三連はしごの架梯は禁止する。
５　放水はノズル口径を最小とし、窓や外壁へのストレート放水を避けることで訓練施設の保護に努めること。室内も同様とする。
６　建物と資器材が干渉し傷やへこみが生じるおそれがある場合は、保護布等を用いて訓練施設の破損防止を徹底すること。
７　訓練の開始時と訓練終了時には訓練施設点検要領（別紙）により点検し、異状があれば消防学校に報告すること。
移動式街区訓練施設点検要領

	Ａ棟
	開き戸の開閉状況及び施錠状況
	

	
	腰高窓の開閉状況及び窓枠の変形の有無
	

	
	外壁及び軒先の変形及び破損個所の有無
	

	
	内壁の変形及び破損個所の有無
	

	
	扉と窓の破損個所の有無
	

	Ｂ棟
	開き戸と引き戸の開閉状況及び施錠状況
	

	
	腰高窓の開閉状況及び窓枠の変形の有無
	

	
	外壁及び軒先の変形及び破損個所の有無
	

	
	内壁の変形及び破損個所の有無
	

	
	扉と窓の破損個所の有無
	

	Ｃ棟
	引き戸の開閉状況及び施錠状況
	

	
	腰高窓の開閉状況及び窓枠の変形の有無
	

	
	外壁及び軒先の変形及び破損個所の有無
	

	
	内壁の変形及び破損個所の有無
	

	
	扉と窓の破損個所の有無
	


別紙








